
9-6-1 

9-6 動物 

9-6-1 調査結果の概要 

1. 調査内容 

工事の実施、施設の存在に伴う動物への影響を予測及び評価するために、表 9-6-1 に示す項

目について調査した。 

 

表 9-6-1 動物の調査項目 

調査項目 

動物 

・動物相の状況（生息種及び動物相の特徴） 

・保全すべき種の状況（保全すべき種の生息域（特に営巣地、繁殖地、採餌場所等に留

意）及び個体数又は生息密度、生息環境） 

・生息環境（水象、地形、植生等） 

注）動物相…哺乳類、鳥類、両生類、爬虫類及び昆虫類 

 

2. 調査方法 

1)既存資料調査 

既存資料調査では、表 9-6-2 に示す文献を収集、整理した。 

 

表 9-6-2 既存資料調査の収集資料 

 

 

 

 

  

哺
乳
類

鳥
類

爬
虫
類

両
生
類

魚
類

昆
虫
類

1
埼玉県レッドデータブック2018　動物編
（埼玉県　2018年）

● ● ● ● ● ●

2
ガンカモ類の生息調査　平成30年度
（環境省　2018年）

●

3
第4回　動植物分布調査報告書
（環境省　1993年）

● ● ● ● ● ●

№ 文献名等

整理対象分類群



9-6-2 

2)現地調査 

(1)哺乳類 

・直接観察及びフィールドサイン 

調査範囲内を任意に踏査し、成体等の確認に努めたほか、足跡、糞、足跡等の痕跡（フィー

ルドサイン）を目視で観察し、種・個体数を記録した。 

 

・トラップ法 

主にネズミ類等の小型哺乳類を対象にシャーマントラップ（4 地点）を設置した。シャーマ

ントラップは、各調査季につき、1地点あたり 10 個を 2 晩設置した。 

 

・無人撮影法 

主にイタチ等の中型哺乳類を対象に無人撮影装置（2 地点）を設置した。無人撮影装置は、1

地点につき 1 台を各季 1か月間以上（期間）設置した。 

 

(2)鳥類 

・任意観察法 

調査範囲内を任意に踏査し、双眼鏡を用いた目視及び鳴声により確認された種を記録した。

調査時間帯は鳥類の活動が活発な午前中を中心に実施した。 

 

・ラインセンサス法 

調査範囲内に設定した調査ルート（2 ルート）において、時速 1～2 ㎞程度の速さで歩きなが

ら、双眼鏡を用いた目視及び鳴声により確認された種・個体数、確認環境、繁殖行動等を記録

した。調査時間帯は鳥類の活動が活発な午前中を中心に実施した。 

 

・ポイントセンサス法 

調査範囲内に設定した調査地点（2 地点）において、双眼鏡や望遠鏡を使用し、確認された

種・個体数、確認環境、繁殖行動等を記録した。調査時間帯は鳥類の活動が活発な午前中を中

心に実施した。 

 

(3)爬虫類・両生類 

・直接観察法 

調査範囲内を任意に踏査し、爬虫類・両生類の出現が予想される草地、林縁部を中心に目視、

捕獲等により確認された種・個体数を記録した。 
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(4)昆虫類 

・直接観察及び任意採集 

調査範囲内を任意に踏査し、目視や鳴声による確認のほか、見つけ採りやスウィーピング法、

及びビーティング法による任意採集を行った。 

 

・トラップ法 

主に地表徘徊性のコウチュウ類、アリ類等を対象にベイトトラップ（4 地点）を設置した。

ベイトトラップは、各調査季につき、1 地点あたり 10 個を 2 晩設置した。 

夜間に飛翔する種を対象に各調査季にライトトラップ（1地点）を設置した。 

 

 

3)調査地域・調査地点 

(1)既存資料調査 

調査地域は、対象事業実施区域及びその周辺とした。 

 

(2)現地調査 

調査地域は、対象事業実施区域及び周辺 250m の範囲内とした。 

調査範囲及び調査地点は図 9-6-1 に示すとおりとした。 
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図 9-6-1 動物の調査範囲及び調査地点 

  

市道幹 2

市道 I-120 号 

市道幹 2

上越新幹線 

UACJ 深谷製造所 

1：5000 



9-6-5 

4)調査期間 

(1)既存資料調査 

既存資料は、入手可能な最新年度の資料を入手した。 

 

(2)現地調査 

動物の調査期間は、表 9-6-3 に示すとおりとした。 

 

表 9-6-3 動物の調査期間 

項目 調査期間 

哺乳類 

秋季調査：2020 年 10 月 5 日～2020 年 10 月 7 日 

冬季調査：2020 年 12 月 21 日～2020 年 12 月 23 日 

春季調査：2021 年 5 月 25 日～2021 年 5 月 27 日 

夏季調査：2021 年 8 月 23 日～2021 年 8 月 25 日 

センサーカメラ 

秋季調査：2020 年 10 月 5 日～2020 年 11 月 2 日 

冬季調査：2021 年 2 月 4日～2021 年 3 月 3 日 

春季調査：2021 年 4 月 19 日～2021 年 5 月 26 日 

夏季調査：2021 年 5 月 26 日～2021 年 8 月 25 日 

鳥類 

秋季調査：2020 年 10 月 7 日 

冬季調査：2020 年 12 月 22 日 

春季調査：2021 年 4 月 20 日 

繁殖期調査：2021 年 5 月 26 日 

夏季調査：2021 年 8 月 24 日 

爬虫類・両生類 

秋季調査：2020 年 10 月 5 日～2020 年 10 月 7 日 

早春季調査：2021 年 4 月 19 日～2021 年 4 月 21 日 

春季調査：2021 年 5 月 25 日～2021 年 5 月 27 日 

夏季調査：2021 年 8 月 23 日～2021 年 8 月 25 日 

昆虫類 

秋季調査：2020 年 10 月 5 日～2020 年 10 月 7 日 

早春季調査：2021 年 4 月 19 日～2021 年 4 月 21 日 

春季調査：2021 年 5 月 25 日～2021 年 5 月 27 日 

夏季調査：2021 年 8 月 23 日～2021 年 8 月 25 日 
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5)保全すべき種の選定 

保全すべき種の選定は、表 9-6-4 に示すとおりとした。 

 

表 9-6-4 保全すべき種の選定基準 

№ 文献及び法令名 区分 略号 

① 文化財保護法 

（昭和 25 年、法律第 214 号） 

特別天然記念物 

天然記念物 

特天 

天 

② 絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法

律（平成 4 年、法律第 75 号） 

（以下、「種の保存法」という。） 

国内希少野生動植物種 

国際希少野生動植物種 

特定国内希少野生動植物種 

国内 

国際 

特定 

③ 埼玉県文化財保護条例（昭和30年、埼玉県条例第46号） 

（以下、「埼玉県文化財」という。） 

県指定天然記念物 県天 

④ 埼玉県希少野生動植物の種の保護に関する条例（平成

12 年、埼玉県条例第 11 号） 

（以下、「埼玉県保護条例」という。） 

県内希少野生動植物種 県希 

⑤ 環境省レッドリスト 2020（令和 2年、環境省） 

（以下、「環境省 RL 2020」という。） 

絶滅 

野生絶滅 

絶滅危惧Ⅰ類 

絶滅危惧ⅠA類 

絶滅危惧ⅠB類 

絶滅危惧Ⅱ類 

準絶滅危惧 

情報不足 

絶滅のおそれのある地域個体群 

EX 

EW 

CR+EN 

CR 

EN 

VU 

NT 

DD 

LP 

⑥ 埼玉県レッドデータブック 動物編 2018（第 4 版）

（平成 30 年、埼玉県環境部みどり自然課） 

（以下、「埼玉県 RDB 2018」という。） 

絶滅 

野生絶滅 

絶滅危惧Ⅰ類 

絶滅危惧ⅠA類 

絶滅危惧ⅠB類 

絶滅危惧Ⅱ類 

準絶滅危惧 

準絶滅危惧 1型 

準絶滅危惧 2型 

情報不足 

絶滅のおそれのある地域個体群 

地帯別危惧 

EX 

EW 

CR+EN 

CR 

EN 

VU 

NT 

NT1 

NT2 

DD 

LP 

RT 
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3. 調査結果 

1)既存資料調査 

既存文献調査の結果、哺乳類はネズミ類、コウモリ類、タヌキ、アカギツネ、イタチ類、イ

ノシシなどが確認され、国の特別天然記念物であるニホンカモシカも確認された。 

鳥類はカモ類、サギ類、チドリ類など水辺を利用する種、カッコウ類、タカ類、フクロウ類

など樹林地を利用する種、ホオジロ類やヨシキリ類等の草地を利用する種が確認され、国の天

然記念物であるマガン、シラコバト、特別天然記念物であるコウノトリも確認された。 

両生類は、カスミサンショウウオ、アズマヒキガエル、アカガエル類、トウキョウダルマガ

エルなどが確認され、特定外来生物であるウシガエルも確認された。 

爬虫類は、シマヘビ、アオダイショウ、ニホンイシガメ、ニホンカナヘビが確認された。 

魚類は、ニホンウナギやタモロコ、ドジョウなど主に河川や用水路などにみられる種が確認

され、特定外来生物であるオオクチバス、ブルーギルも確認された。 

昆虫類は、チョウ目が最も多く 58 種、次いでトンボ目が 53 種と、計 172 種の内、この 2 目

が半数を占めていた。 

また、保全すべき種として、哺乳類 3種、鳥類 58 種、両生類 5種、爬虫類 4種、魚類 18 種、

昆虫類 66 種が確認されている。保全すべき種の一覧は、前掲「第 3章 地域の概況 3-2 自然

的状況 3-2-5 動物の生息、植物の生育、植生、緑の量及び生態系の状況 1.動物」に示すと

おりである。 
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2)現地調査 

(1)動物相の概要 

現地調査の結果、哺乳類 3 目 5 科 5 種、鳥類 10 目 21 科 30 種、爬虫類 1 目 2 科 2 種、両生

類 1 目 2 科 2 種、昆虫類 14 目 97 科 243 種が確認された。 

動物相の確認状況は表 9-6-5 に示すとおりである。 

 

表 9-6-5 動物相の確認状況（現地調査） 

項目 確認種数 主な確認種 

哺乳類 3 目 5 科 5種 アズマモグラ、イエネコ等 

鳥類 10 目 21 科 30 種 キジバト、ヒヨドリ等 

爬虫類 1 目 2 科 2種 ニホンカナヘビ等 

両生類 1 目 2 科 2種 ニホンアマガエル等 

昆虫類 14 目 97 科 243 種 ナミテントウ等 
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(2)哺乳類 

・確認種  

現地調査の結果、哺乳類は表 9-6-6 に示す 3目 5 科 5 種が確認された。 

調査範囲の環境は、主に工場や道路等の人工構造物であり、一部公園や調整池が存在する。

公園でアズマモグラの塚が確認されたほか、無人撮影機にて、イエネコ、ハクビシン、アライ

グマ、ネズミ科の一種が確認された。 

 

表 9-6-6 確認種一覧（哺乳類） 

目名 科名 和名 
季節 

秋 冬 春 夏 

ﾄｶﾞﾘﾈｽﾞﾐ形 ﾓｸﾞﾗ ｱｽﾞﾏﾓｸﾞﾗ ○   ○ ○ 

食肉 ﾈｺ ｲｴﾈｺ ○ ○     

  ｼﾞｬｺｳﾈｺ ﾊｸﾋﾞｼﾝ ○       

  ｱﾗｲｸﾞﾏ ｱﾗｲｸﾞﾏ ○       

齧歯 ﾈｽﾞﾐ ﾈｽﾞﾐ科の一種 ○       

3 目 5 科 5 種 5 種 1 種 1 種 1 種 

 

・保全すべき種  

現地調査の結果、保全すべき種は確認されなかった。 
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(3)鳥類 

・確認種  

現地調査の結果、鳥類は表 9-6-7 に示す 10 目 21 科 30 種が確認された。 

調査範囲の環境は、主に工場や道路等の人工構造物であり、一部公園や調整池が存在する。

工場上空でトビやサシバ等、公園でツバメやコゲラ等、調整池でカルガモやアオサギ等が確認

された。 
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表 9-6-7 確認種一覧（鳥類） 

目名 科名 和名 

季節 

備考*1 
秋 冬 春 

繁

殖 
夏 

ｶﾓ ｶﾓ ｶﾙｶﾞﾓ     ○ ○    

ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ ○ ○ ○ ○ ○  

ｶﾂｵﾄﾞﾘ ｳ ｶﾜｳ         ○  

ﾍﾟﾘｶﾝ ｻｷﾞ ｱｵｻｷﾞ     ○      

ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ     ○     VU 越 

ﾀｶ ﾀｶ ﾄﾋﾞ     ○ ○   DD 繁 

    ｻｼﾊﾞ     ○     CR 繁 

ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ         ○ RT 繁 

ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｺｹﾞﾗ ○       ○  

ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ   ○       VU 越 

ｽｽﾞﾒ ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ   ○ ○   ○  

  ｶﾗｽ ｶｹｽ ○   ○      

    ｵﾅｶﾞ     ○   ○  

    ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ ○ ○ ○ ○ ○  

    ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ ○ ○ ○ ○ ○  

  ｼｼﾞｭｳｶﾗ ｼｼﾞｭｳｶﾗ ○ ○ ○ ○ ○  

  ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ       ○    

  ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ ○ ○ ○ ○ ○  

  ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ   ○   ○    

  ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ ○ ○ ○ ○ ○  

  ﾋﾀｷ ﾂｸﾞﾐ   ○ ○      

    ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ   ○        

  ｽｽﾞﾒ ｽｽﾞﾒ ○ ○ ○ ○ ○  

  ｾｷﾚｲ ﾊｸｾｷﾚｲ ○     ○ ○  

    ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ         ○  

  ｱﾄﾘ ｶﾜﾗﾋﾜ     ○ ○ ○  

    ｼﾒ   ○ ○      

  ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ         ○ RT 繁 

    ｱｵｼﾞ     ○     DD 繁 

ﾊﾄ ﾊﾄ ﾄﾞﾊﾞﾄ ○ ○ ○ ○ ○  

10 目 21 科 30 種 
11

種 

14

種 

20

種 

14

種 

17

種 
 

備考*1 埼玉県レッドデータブックでは鳥類のリスト掲載種を「繁殖鳥」と「越冬鳥」に分けており、ともに最低 3週間

以上の継続確認が必要である。本調査は各季 1回の調査であり、3週間以上の確認は行っていない為、埼玉県レ

ッドデータブック掲載種であっても保全すべき種としなかった。参考として備考欄にランクを記載した。「繁殖

鳥」と「越冬鳥」の定義は以下に示すとおりである。 

 

【繁殖鳥】巣・卵・ヒナ等の確認、若しくは、その種の繁殖期間内に最低 3週間以上同一場所に生息し、囀り、

求愛などの繁殖行動により、同地域で繁殖していると考えられるもの 

【越冬鳥】冬期間（主に 11～2月）に、最低 3週間以上にわたって、同一場所で生息が認められ、同地域で越

冬していると考えられるもの 

出典：埼玉県レッドデータブック 動物編 2018（第 4 版） 
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・保全すべき種  

現地調査の結果、保全すべき種は、サシバ、ハヤブサの 2 種が確認された。保全すべき種一

覧は表 9-6-8、調査季別の確認位置は図 9-6-2(1)～図 9-6-2(2)、保全すべき種の成体及び確認

状況は表 9-6-9(1)～表 9-6-9(2)に示すとおりである。 

 

表 9-6-8 保全すべき種一覧（鳥類） 

目名 科名 和名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

ﾀｶ ﾀｶ ｻｼﾊﾞ         VU   

ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ   国内     VU   

2 目 2 科 2 種 0 種 1 種 0 種 0 種 2 種 0 種 
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図 9-6-2(1) 保全すべき種の確認位置（春季） 
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図 9-6-2(2) 保全すべき種の確認位置（冬季） 
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表 9-6-9(1) 保全すべき種の生態及び確認状況（鳥類） 

科名 タカ 和名 サシバ 

 

  

確認個体 

重要性 ⑤環境省 RL：VU 

分布状況 夏鳥として、本州、四国、九州に渡来する。南西諸島では越冬するものもあ

る。 

形態・生息場所 全長オス 47 ㎝、メス 51cm、翼開長 105～115cm。頭上から上面は褐色。喉に

は黒い縦線がある。下面は白く茶褐色の横縞がある。幼鳥では上面が暗色で

下面には縦斑がある。 

低山の林で繁殖し、林縁や農耕地、山林などでカエル、トカゲ、ヘビ、ネズ

ミ、鳥類などを捕食する。 

県内での生息状況 かつては、低地帯、台地・丘陵帯、低山帯の各地に夏鳥として渡来し繁殖し

ていたが、現在は県内での繁殖情報が極めて少なくなっている。台地・丘陵

帯で著しく減少している理由として、谷津田の耕作放棄や手入れ不足による

生息環境悪化のため、本種の餌となるカエルやヘビなどが減少したことが原

因の一つとして考えられる。春秋の渡りの時期には通過個体が県内各地で記

録されている。 

現地確認状況 春季調査において、対象事業実施区域南側でつがい 2羽を確認したが、調査

範囲を及びその周辺で繁殖を示す兆候は確認されなかった。 

出典：埼玉県レッドデータブック 動物編 2018（第 4 版） 
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表 9-6-9(2) 保全すべき種の生態及び確認状況（鳥類） 

科名 ハヤブサ 和名 ハヤブサ 

 

  

確認個体 

重要性 ②種の保存法：国内、⑤環境省 RL：VU 

分布状況 留鳥として、北海道から九州で繁殖し、冬季は冬鳥として全国に渡来する。 

形態・生息場所 全長 オス 38～45cm メス 46～51 ㎝、翼開長 84～120cm。上面は青灰黒色で下

面は白く黒褐色の横縞がある。頬に特徴的なひげ状の黒斑がある。幼鳥では

い面が褐色で、下面には黒い縦斑がある。 

平地から山地の海岸、河口、河川敷、湖沼、農耕地などに生息する。元来、

海岸の断崖や岸壁の岩棚などで繁殖していたが、現在は市街地のビルや橋脚

など人工構造物に営巣する例が増加している。 

県内での生息状況 県内には冬鳥として渡来し、平地から山地の河川敷、農耕地、湖沼、ダム湖

などに生息する。現在はやや増加傾向にあり、夏季の観察記録もある。県内

でも人工構造物に営巣し、繁殖する兆候がある。 

現地確認状況 冬季調査において、対象事業実施区域上空を通過し、鉄塔に止まる 1 羽を確

認したが、調査範囲を及びその周辺で繁殖を示す兆候は確認されなかった。 

出典：埼玉県レッドデータブック 動物編 2018（第 4 版） 
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(3)爬虫類・両生類 

・確認種  

現地調査の結果、爬虫類は表 9-6-10(1)に示す 1目 2 科 2 種、両生類は表 9-6-10(2)に示す 1

目 2 科 2 種が確認された。 

調査範囲の環境は、主に工場や道路等の人工構造物であり、一部公園や調整池が存在する。

主に公園や道路脇の植木等でヒガシニホントカゲ、ニホンカナヘビを確認した。また、公園や

工場緑地においてニホンアマガエル、ヌマガエルを確認した。 

 

表 9-6-10(1) 確認種一覧（爬虫類） 

目名 科名 和名 
季節 

秋 早春 春 夏 

ﾄｶｹﾞ ﾄｶｹﾞ ﾋｶﾞｼﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ     ○ ○ 

  ｶﾅﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ ○ ○ ○ ○ 

1 目 2 科 2 種 1 種 1 種 2 種 2 種 

 

表 9-6-10(2) 確認種一覧（両生類） 

目名 科名 和名 
季節 

秋 早春 春 夏 

ｶｴﾙ ｱﾏｶﾞｴﾙ ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ ○ ○     

  ﾇﾏｶﾞｴﾙ ﾇﾏｶﾞｴﾙ ○     ○ 

1 目 2 科 2 種 2 種 1 種 0 種 1 種 

 

・保全すべき種  

現地調査の結果、保全すべき種はヒガシニホントカゲ、ニホンカナヘビの2種が確認された。

両生類の保全すべき種は確認されなかった。保全すべき種一覧は表 9-6-11、調査季別の確認位

置は図 9-6-3(1)～図 9-6-3(3)、保全すべき種の成体及び確認状況は表 9-6-12(1)～表 9-6-

12(2)に示すとおりである。 

 

 

表 9-6-11 保全すべき種一覧（爬虫類） 

目名 科名 和名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

ﾄｶｹﾞ ﾄｶｹﾞ ﾋｶﾞｼﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ          NT2 

  ｶﾅﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ        RT 

2 目 2 科 2 種 0 種 0 種 0 種 0 種 0 種 2 種 
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図 9-6-3(1) 保全すべき種の確認位置（秋季） 

 

松原公園 
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図 9-6-3(2) 保全すべき種の確認位置（春季） 

  

松原公園 
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図 9-6-3(3) 保全すべき種の確認位置（夏季） 

松原公園 
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表 9-6-12(1) 保全すべき種の生態及び確認状況（爬虫類） 

科名 トカゲ 和名 ヒガシニホントカゲ 

 

 

確認個体 

重要性 ⑥埼玉県 RDB：NT2 

分布状況 北海道、本州（東海、北陸以東） 

形態・生息場所 頭胴長 6～9.5cm。 

低地から山地まで広範囲に生息し、林地から開けている林道沿いや、川辺な

どの日当たりが良い場所に昼間みられる。寺社の石垣など隠れ場所や日光浴

に適している環境があれば、都市部の住宅地でもみられる。 

県内での生息状況 低地帯から山地帯まで広く生息している。低地帯では、都市化等が進行した

県南部、大規模開発が盛んな県東部で個体数が減少している。都市部では広

い社寺林を有す寺社周辺などに限定され、今後、生息適地の局所化が一層顕

著になると考えられる。台地・丘陵帯でも河川改修、宅地や工業団地の大規

模開発などの影響による個体数の減少が懸念される。 

現地確認状況 公園周辺において、春季調査で成体 2 個体、夏季調査で幼体 2個体、成体 2

個体を確認した。 

出典：埼玉県レッドデータブック 動物編 2018（第 4 版） 
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表 9-6-12(2) 保全すべき種の生態及び確認状況（爬虫類） 

科名 カナヘビ 和名 ニホンカナヘビ 

 

 

確認個体 

重要性 ⑥埼玉県 RDB：RT 

分布状況 北海道、本州、四国、九州 

形態・生息場所 頭胴長 5～7cm。 

低地から山地にかけて広範囲に生息するが、低地や丘陵地で多く見られる。

草むらなど日当たりのよい場所を好み、公園の緑地、水田の畦、人家の生け

垣、畑地など人為的な環境にも適応している。 

県内での生息状況 台地・丘陵帯を中心に、低山帯から低地帯まで広く分布しているが、緑地面

積の減少による生息適地の減少、道路等造成に伴う生息地の分断などによっ

て、個体数の減少がみられる地域がある。都市化の進行している県南部、大

規模開発が盛んな県東部ではこの傾向が顕著である。 

現地確認状況 道路脇の緑地や植木付近において、秋季調査で成体 1個体、春季調査で成体

2 個体、夏季調査で成体 2個体を確認した。 

出典：埼玉県レッドデータブック 動物編 2018（第 4 版） 
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(4)昆虫類 

・確認種 

現地調査の結果、昆虫類は表 9-6-13(1)～表 9-6-13(7)に示す 14 目 97 科 243 種が確認され

た。 

調査範囲の環境は、主に工場や道路等の人工構造物であり、一部公園や調整池が存在する。

調整池付近ではギンヤンマやシオカラトンボ等、工場緑地や公園の樹木ではアオマツムシやセ

ミ類等、公園の地表ではオサムシ類やコオロギ類等が確認された。 

 

表 9-6-13(1) 確認種一覧（昆虫類） 

目名 科名 和名 
季節 

秋 早春 春 夏 

ﾄﾝﾎﾞ ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ ○     ○ 

  ﾔﾝﾏ ｷﾞﾝﾔﾝﾏ     ○ ○ 

  ﾄﾝﾎﾞ ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ     ○ ○ 

    ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ     ○   

    ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ ○     ○ 

    ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ       ○ 

    ﾘｽｱｶﾈ ○       

ｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ○ ○ ○ ○ 

ｶﾏｷﾘ ｶﾏｷﾘ ﾊﾗﾋﾞﾛｶﾏｷﾘ ○       

    ｵｵｶﾏｷﾘ ○     ○ 

ｼﾛｱﾘ ﾐｿﾞｶﾞｼﾗｼﾛｱﾘ ﾔﾏﾄｼﾛｱﾘ   ○   ○ 

ﾊﾞｯﾀ ｺｵﾛｷﾞ ﾊﾗｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ ○       

    ﾏﾀﾞﾗｽｽﾞ ○     ○ 

    ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ ○       

    ﾂﾂﾞﾚｻｾｺｵﾛｷﾞ       ○ 

  ｽｽﾞﾑｼ ｽｽﾞﾑｼ ○       

  ﾏﾂﾑｼ ｱｵﾏﾂﾑｼ ○       

  ｶﾈﾀﾀｷ ｶﾈﾀﾀｷ ○     ○ 

  ｱﾘﾂﾞｶｺｵﾛｷﾞ ｱﾘﾂﾞｶｺｵﾛｷﾞ属の一種 ○       

  ｷﾘｷﾞﾘｽ ﾔﾌﾞｷﾘ   ○     

    ｻｻｷﾘ ○       

    ｸﾋﾞｷﾘｷﾞｽ   ○     

  ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ○     ○ 

  ﾊﾞｯﾀ ﾂﾁｲﾅｺﾞ       ○ 

    ｲﾎﾞﾊﾞｯﾀ ○     ○ 

  ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾊﾗﾋｼﾊﾞｯﾀ   ○ ○   

ﾅﾅﾌｼ ﾅﾅﾌｼ ﾅﾅﾌｼﾓﾄﾞｷ   ○ ○   

ﾊｻﾐﾑｼ ﾊｻﾐﾑｼ ﾋｹﾞｼﾞﾛﾊｻﾐﾑｼ ○ ○     

ｶﾒﾑｼ ﾊｺﾞﾛﾓ ﾍﾞｯｺｳﾊｺﾞﾛﾓ       ○ 

    ｱﾐｶﾞｻﾊｺﾞﾛﾓ       ○ 
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表 9-6-13(2) 確認種一覧（昆虫類） 

目名 科名 和名 
季節 

秋 早春 春 夏 

ｶﾒﾑｼ  ｾﾐ ｸﾏｾﾞﾐ       ○ 

    ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ ○     ○ 

    ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ ○     ○ 

    ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ       ○ 

    ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ ○     ○ 

  ｷｼﾞﾗﾐ ｷｼﾞﾗﾐ科の一種 ○       

  ｱﾌﾞﾗﾑｼ ｱﾌﾞﾗﾑｼ科の一種 ○       

  ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｲﾈﾎｿﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ     ○   

  ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ ｱﾜﾀﾞﾁｿｳｸﾞﾝﾊﾞｲ     ○   

    ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼｸﾞﾝﾊﾞｲ       ○ 

    ﾅｼｸﾞﾝﾊﾞｲ     ○   

    ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ     ○   

    ﾄｻｶｸﾞﾝﾊﾞｲ ○       

  ｻｼｶﾞﾒ ｵｵﾄﾋﾞｻｼｶﾞﾒ ○       

    ｼﾏｻｼｶﾞﾒ     ○   

  ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○   ○   

    ﾋﾒｵｵﾒｶﾒﾑｼ     ○   

    ｵｵﾓﾝｼﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ       ○ 

  ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ     ○   

  ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾎｼｶﾒﾑｼ     ○   

  ﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾄｹﾞﾍﾘｶﾒﾑｼ     ○ ○ 

    ﾎｵｽﾞｷｶﾒﾑｼ     ○   

    ﾊﾘｶﾒﾑｼ   ○     

    ﾎｼﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ   ○ ○   

    ｵｵﾂﾏｷﾍﾘｶﾒﾑｼ     ○   

  ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ｱｶﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ     ○   

  ﾏﾙｶﾒﾑｼ ﾏﾙｶﾒﾑｼ ○ ○ ○ ○ 

  ﾂﾁｶﾒﾑｼ ﾏﾙﾂﾁｶﾒﾑｼ     ○   

    ﾂﾁｶﾒﾑｼ ○   ○   

  ｶﾒﾑｼ ﾌﾞﾁﾋｹﾞｶﾒﾑｼ       ○ 

    ﾋﾒﾅｶﾞﾒ       ○ 

    ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ ○   ○   

    ｽｺｯﾄｶﾒﾑｼ       ○ 

    ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ   ○   ○ 

  ﾂﾉｶﾒﾑｼ ｱｵﾓﾝﾂﾉｶﾒﾑｼ       ○ 

ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ ｽｶｼﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ       ○ 

  ｸｻｶｹﾞﾛｳ ﾖﾂﾎﾞｼｸｻｶｹﾞﾛｳ     ○   

  ｳｽﾊﾞｶｹﾞﾛｳ ｳｽﾊﾞｶｹﾞﾛｳ       ○ 

ｺｳﾁｭｳ ﾊﾝﾐｮｳ ﾆﾜﾊﾝﾐｮｳ ○   ○   

  ｵｻﾑｼ ﾔｾﾓﾘﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ   ○     
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表 9-6-13(3) 確認種一覧（昆虫類） 

目名 科名 和名 
季節 

秋 早春 春 夏 

ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ  ｾｱｶﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○   ○   

    ｵｵﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○   ○   

    ｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ     ○   

    ｵｵｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ     ○ ○ 

    ﾋﾒｺﾞﾐﾑｼ     ○   

    ｹｳｽｺﾞﾓｸﾑｼ       ○ 

    ｵｵｸﾛﾂﾔｺﾞﾓｸﾑｼ       ○ 

    ｷｲﾛﾁﾋﾞｺﾞﾓｸﾑｼ   ○   ○ 

    ｲﾂﾎｼﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ   ○   ○ 

    ｵｵｽﾅﾊﾗｺﾞﾐﾑｼ     ○   

  ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ｺｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ       ○ 

  ｼﾃﾞﾑｼ ｵｵﾋﾗﾀｼﾃﾞﾑｼ       ○ 

  ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ ｷﾑﾈﾏﾙﾊﾅﾉﾐ   ○     

  ｺｶﾞﾈﾑｼ ｸﾛﾂﾂﾏｸﾞｿｺｶﾞﾈ     ○   

    ﾋｹﾞﾌﾞﾄﾊﾅﾑｸﾞﾘ   ○     

    ｺｸﾛｺｶﾞﾈ   ○     

    ﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ ○     ○ 

    ﾏﾙｶﾞﾀﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ       ○ 

    ｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ ○   ○ ○ 

    ﾄﾞｳｶﾞﾈﾌﾞｲﾌﾞｲ       ○ 

    ﾋﾗﾀｱｵｺｶﾞﾈ   ○     

    ｾﾏﾀﾞﾗｺｶﾞﾈ     ○   

    ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○       

  ﾀﾏﾑｼ ｸｽﾞﾉﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ     ○ ○ 

    ﾅﾐｶﾞﾀﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ   ○ ○   

  ｺﾒﾂｷﾑｼ ｻﾋﾞｷｺﾘ       ○ 

    ｲﾁﾊｼﾁﾋﾞｻﾋﾞｷｺﾘ       ○ 

    ｸｼｺﾒﾂｷ     ○   

    ｸﾛｺﾊﾅｺﾒﾂｷ     ○   

    ｱｶｱｼﾊﾅｺﾒﾂｷ     ○   

    ｵｵﾊﾅｺﾒﾂｷ     ○   

  ｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ ﾋﾒﾏﾙｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ     ○   

  ｹｼｷｽｲ ｸﾘｲﾛﾃﾞｵｷｽｲ   ○     

    ｱｶﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ   ○     

    ﾏﾙｷﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ ○   ○ ○ 

  ﾋﾗﾀﾑｼ ｾﾏﾙﾁﾋﾞﾋﾗﾀﾑｼ   ○     

  ﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ ﾐﾂﾓﾝｾﾏﾙﾋﾗﾀﾑｼ ○ ○     

  ｷｽｲﾑｼ ｷｲﾛｾﾏﾙｷｽｲ   ○     

    ｷｽｲﾑｼ科の一種 ○       

  ﾑｸｹﾞｷｽｲﾑｼ ﾊｽﾓﾝﾑｸｹﾞｷｽｲ     ○   
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表 9-6-13(4) 確認種一覧（昆虫類） 

目名 科名 和名 
季節 

秋 早春 春 夏 

ｺｳﾁｭｳ  ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾍﾞﾀﾞﾘｱﾃﾝﾄｳ   ○     

    ﾑｰｱｼﾛﾎｼﾃﾝﾄｳ       ○ 

    ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ ○ ○ ○ ○ 

    ﾅﾐﾃﾝﾄｳ ○ ○ ○ ○ 

    ﾋﾒｶﾒﾉｺﾃﾝﾄｳ     ○   

    ﾄﾎｼﾃﾝﾄｳ     ○   

    ﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ       ○ 

  ﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ     ○   

    ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ   ○     

  ｸﾁｷﾑｼ ｸﾁｷﾑｼ     ○ ○ 

  ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ｺﾞﾓｸﾑｼﾀﾞﾏｼ       ○ 

    ｷﾏﾜﾘ       ○ 

  ﾊﾑｼ ﾑﾅｷﾙﾘﾊﾑｼ   ○     

    ﾀﾃｽｼﾞｷﾂﾂﾊﾑｼ     ○   

    ｸﾛﾎﾞｼﾂﾂﾊﾑｼ     ○   

    ｲﾓｻﾙﾊﾑｼ     ○   

    ﾄﾞｳｶﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ   ○ ○   

    ﾖﾓｷﾞﾊﾑｼ ○       

    ｳﾘﾊﾑｼ ○       

    ｸﾛｳﾘﾊﾑｼ ○   ○ ○ 

    ｱﾄﾎﾞｼﾊﾑｼ       ○ 

    ｴﾉｷﾊﾑｼ       ○ 

    ｲﾁﾓﾝｼﾞｶﾒﾉｺﾊﾑｼ     ○   

  ｵﾄｼﾌﾞﾐ ﾁｬｲﾛﾁｮｯｷﾘ     ○   

  ｿﾞｳﾑｼ ﾎｿﾋﾒｶﾀｿﾞｳﾑｼ     ○   

    ｹｼﾂﾁｿﾞｳﾑｼ ○       

    ｽｸﾞﾘｿﾞｳﾑｼ     ○ ○ 

    ｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ   ○ ○ ○ 

    ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ     ○   

    ｱｶｱｼﾉﾐｿﾞｳﾑｼ   ○ ○   

    ﾋｻｺﾞｸﾁｶｸｼｿﾞｳﾑｼ       ○ 

  ｷｸｲﾑｼ ｷｸｲﾑｼ科の一種       ○ 

ﾊﾁ ﾐﾌｼﾊﾊﾞﾁ ﾙﾘﾁｭｳﾚﾝｼﾞ ○ ○ ○ ○ 

  ﾊﾊﾞﾁ ﾆﾎﾝｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ   ○     

  ﾂﾁﾊﾞﾁ ｵｵﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ       ○ 

  ｱﾘ ｵｵﾊﾘｱﾘ ○ ○ ○ ○ 

    ﾊﾘﾌﾞﾄｼﾘｱｹﾞｱﾘ   ○ ○   

    ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ ○   ○ ○ 

    ﾊﾘﾅｶﾞﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ ○       

    ﾋﾒｱﾘ     ○ ○ 
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表 9-6-13(5) 確認種一覧（昆虫類） 

目名 科名 和名 
季節 

秋 早春 春 夏 

ﾊﾁ  ｱﾘ  ｷｲﾛﾋﾒｱﾘ       ○ 

    ｱｽﾞﾏｵｵｽﾞｱﾘ ○ ○ ○ ○ 

    ｱﾐﾒｱﾘ   ○ ○   

    ﾄﾌｼｱﾘ ○   ○   

    ｵｵｳﾛｺｱﾘ       ○ 

    ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ     ○ ○ 

    ｸﾛｵｵｱﾘ ○ ○ ○ ○ 

    ｸﾛﾔﾏｱﾘ ○ ○ ○ ○ 

    ﾊﾔｼｹｱﾘ ○ ○     

    ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ   ○ ○ ○ 

    ｱﾒｲﾛｱﾘ ○ ○ ○ ○ 

    ｻｸﾗｱﾘ ○     ○ 

  ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ ｵｵﾓﾝｸﾛﾍﾞｯｺｳ       ○ 

  ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ｺｶﾞﾀｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ○     ○ 

    ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ○       

    ﾋﾒｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ○       

    ｼﾀﾞｸﾛｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ○       

  ｱﾅﾊﾞﾁ ｻﾄｼﾞｶﾞﾊﾞﾁ     ○   

  ｺﾊﾅﾊﾞﾁ ｱｶｶﾞﾈｺﾊﾅﾊﾞﾁ     ○   

  ｺｼﾌﾞﾄﾊﾅﾊﾞﾁ ｸﾏﾊﾞﾁ   ○   ○ 

  ﾐﾂﾊﾞﾁ ｾｲﾖｳﾐﾂﾊﾞﾁ ○ ○ ○ ○ 

ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の一種 ○       

  ｶ ﾋﾄｽｼﾞｼﾏｶ ○   ○   

  ｹﾊﾞｴ ﾒｽｱｶｹﾊﾞｴ   ○     

    ｸﾛｱｼﾎﾞｿｹﾊﾞｴ   ○ ○   

  ﾐｽﾞｱﾌﾞ ﾊﾗｷﾝﾐｽﾞｱﾌﾞ     ○   

  ﾂﾘｱﾌﾞ ｸﾛﾊﾞﾈﾂﾘｱﾌﾞ       ○ 

  ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ ｱｵﾒｱﾌﾞ       ○ 

    ｻｷｸﾞﾛﾑｼﾋｷ     ○ ○ 

  ﾊﾅｱﾌﾞ ﾅﾐﾊﾅｱﾌﾞ     ○   

    ｱｼﾌﾞﾄﾊﾅｱﾌﾞ   ○     

  ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科の一種 ○ ○ ○   

ﾄﾋﾞｹﾗ ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属の一種 ○       

  ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ     ○   

  ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属の一種   ○ ○   

  ｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ     ○   

ﾁｮｳ ｾｾﾘﾁｮｳ ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ ○     ○ 

    ｵｵﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ ○     ○ 

  ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｼﾞｬｺｳｱｹﾞﾊ ○   ○ ○ 

    ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ ○   ○ ○ 
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表 9-6-13(6) 確認種一覧（昆虫類） 

目名 科名 和名 
季節 

秋 早春 春 夏 

ﾁｮｳ ｱｹﾞﾊﾁｮｳ  ﾅｶﾞｻｷｱｹﾞﾊ ○ ○ ○   

    ｸﾛｱｹﾞﾊ       ○ 

    ﾅﾐｱｹﾞﾊ ○ ○   ○ 

  ｼﾛﾁｮｳ ﾓﾝｷﾁｮｳ   ○ ○ ○ 

    ｷﾀｷﾁｮｳ ○ ○   ○ 

    ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ ○ ○ ○ ○ 

  ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐ   ○     

    ｳﾗﾅﾐｱｶｼｼﾞﾐ ○       

    ﾍﾞﾆｼｼﾞﾐ ○ ○     

    ﾑﾗｻｷﾂﾊﾞﾒ       ○ 

    ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ ○ ○   ○ 

  ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐ ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐ ○     ○ 

  ﾀﾃﾊﾁｮｳ ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ ○   ○   

    ﾋﾒｱｶﾀﾃﾊ ○       

    ｱｶﾎﾞｼｺﾞﾏﾀﾞﾗ ○   ○ ○ 

    ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾁｮｳ     ○   

    ｺﾐｽｼﾞ     ○ ○ 

    ｷﾀﾃﾊ ○   ○   

    ｱｶﾀﾃﾊ       ○ 

  ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ﾋｶｹﾞﾁｮｳ ○       

    ｻﾄｷﾏﾀﾞﾗﾋｶｹﾞ     ○   

  ｲｶﾘﾓﾝｶﾞ ｲｶﾘﾓﾝｶﾞ   ○     

  ｼｬｸｶﾞ ｳｽｵｴﾀﾞｼｬｸ     ○   

    ｳｽｷﾂﾊﾞﾒｴﾀﾞｼｬｸ     ○   

    ｷｵﾋﾞﾍﾞﾆﾋﾒｼｬｸ     ○   

  ｽｽﾞﾒｶﾞ ｳﾝﾓﾝｽｽﾞﾒ     ○   

    ﾌﾞﾄﾞｳｽｽﾞﾒ ○       

    ﾋﾒｸﾛﾎｳｼﾞｬｸ ○       

    ｾｽｼﾞｽｽﾞﾒ ○     ○ 

    ｺｽｽﾞﾒ       ○ 

  ﾋﾄﾘｶﾞ ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ       ○ 

    ｷﾊﾗｺﾞﾏﾀﾞﾗﾋﾄﾘ   ○     

  ﾔｶﾞ ﾋﾒｴｸﾞﾘﾊﾞ ○     ○ 

    ｷｼﾀﾊﾞ ○       

    ﾅｶｸﾞﾛｸﾁﾊﾞ ○       

    ﾋﾒﾈｼﾞﾛｺﾔｶﾞ     ○   

    ｵｵｼﾏｶﾗｽﾖﾄｳ       ○ 

    ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ ○     ○ 

    ﾖﾄｳｶﾞ   ○     

    ｶﾌﾞﾗﾔｶﾞ ○       
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表 9-6-13(7) 確認種一覧（昆虫類） 

目名 科名 和名 
季節 

秋 早春 春 夏 

ﾁｮｳ  ﾔｶﾞ  ｸﾛｸﾓﾔｶﾞ     ○   

  ｲﾗｶﾞ ｱｵｲﾗｶﾞ ○   ○ ○ 

  ﾏﾀﾞﾗｶﾞ ﾀｹﾉﾎｿｸﾛﾊﾞ       ○ 

  ﾊﾏｷｶﾞ ﾁｬﾊﾏｷ ○       

  ﾒｲｶﾞ ｳｽﾍﾞﾆﾄｶﾞﾘﾒｲｶﾞ     ○   

    ｶﾊﾞｲﾛﾄｶﾞﾘﾒｲｶﾞ   ○     

    ｳｽｱｶﾑﾗｻｷﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ   ○     

  ﾂﾄｶﾞ ﾋﾒﾏﾀﾞﾗﾐｽﾞﾒｲｶﾞ ○       

    ﾎｼｵﾋﾞﾎｿﾉﾒｲｶﾞ     ○   

    ﾍﾞﾆﾌｷﾉﾒｲｶﾞ       ○ 

    ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ ○       

    ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ ○       

    ｷｱﾔﾋﾒﾉﾒｲｶﾞ ○       

14 目 97 科 243 種 
94

種 

63

種 

107

種 

106

種 

 

 

・保全すべき種  

現地調査の結果、保全すべき種はスズムシ、ヒメナガメ、オオハラナガツチバチ、オオチャ

バネセセリの 4 種が確認された。保全すべき種一覧は表 9-6-14、調査季別の確認位置は図 9-

6-4(1)～図 9-6-4(2)、保全すべき種の成体及び確認状況は表 9-6-15(1)～表 9-6-15(4)に示す

とおりである。 

 

 

表 9-6-14 保全すべき種一覧（昆虫類） 

目名 科名 和名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

ﾊﾞｯﾀ ｽｽﾞﾑｼ ｽｽﾞﾑｼ      RT 

ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾅｶﾞﾒ      NT2 

ﾊﾁ ﾂﾁﾊﾞﾁ ｵｵﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ      NT2 

ﾁｮｳ ｾｾﾘﾁｮｳ ｵｵﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ      NT2 

4 目 4 科 4 種 0 種 0 種 0 種 0 種 0 種 4 種 
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図 9-6-4(1) 保全すべき種の確認位置（夏季） 
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図 9-6-4(2) 保全すべき種の確認位置（秋季） 
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表 9-6-15(1) 保全すべき種の生態及び確認状況（昆虫類） 

科名 スズムシ 和名 スズムシ 

 

 

 

鳴声の確認のため、写真無し 

 

 

重要性 ⑥埼玉県 RDB：RT 

分布状況 北海道（国内移入）、本州、四国、九州 

形態・生息場所 体長はオス約 16mm、メス約 19mm。産卵器端まで約 31mm。体は黒色で斑紋は

なく、触覚は白い。 

下層植生の発達した林縁部からやや湿潤な高茎草地にかけて生息する。上部

が鬱閉された藪の下層空間に潜んでいることが多い。そのためオオブタクサ

やセイタカアワダチソウなどの外来種の占有草地でも生息が見られる。 

県内での生息状況 低地帯から低山帯にかけて広く生息しているが、県南部及び、東部では局地

的となる。 

大宮台地では開発による生息環境の減少が目立つ。所沢・狭山市境のくぬぎ

山地区には少数生息するが、狭山丘陵では生息が見られない。 

現地確認状況 秋季調査において、道路際の生垣に隣接した草地の中で 1 個体の鳴き声を確

認した。 

出典：埼玉県レッドデータブック 動物編 2018（第 4 版） 
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表 9-6-15(2) 保全すべき種の生態及び確認状況（昆虫類） 

科名 カメムシ 和名 ヒメナガメ 

 

 

 

 

 

 

確認個体 

重要性 ⑥埼玉県 RDB：NT2 

分布状況 本州、四国、九州、南西諸島 

形態・生息場所 体長 6～8.5mm。黒色の地に複雑な赤色の条状紋をもち、前胸背に 6 個の黒色

紋をもつ。 

アブラナ、イヌガラシ、キャベツ、カラシナ、ムラサキハナナなどのアブラ

ナ科植物に生活する。暖地系の種で東北地方では個体数は少ない。同属のナ

ガメ E.rugosa と混生することが多い。 

県内での生息状況 県内では、これまで毛呂山町、奥武蔵山地、飯能市、皆野町、小鹿野町、秩

父市大滝など台地・丘陵帯から山地帯にかけて生息が確認されている。ムラ

サキハナナの分布拡大に伴い生息環境は安定的に保たれてはいるものの、近

年個体数は減少傾向にあり今後の生息状況に注視が必要。 

現地確認状況 夏季調査において、工場緑地で成虫 2 個体を確認した。 

出典：埼玉県レッドデータブック 動物編 2018（第 4 版） 
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表 9-6-15(3) 保全すべき種の生態及び確認状況（昆虫類） 

科名 ツチバチ 和名 オオハラナガツチバチ 

 

 

 

目視確認のため写真無し 

 

 

 

重要性 ⑥埼玉県 RDB：NT2 

分布状況 本州、四国、九州、南西諸島 

形態・生息場所 体長メス 25～30mm、オス 20～32mm、頭・胸部に黄褐色の長毛。腹部は黒くメ

ス 1～3 節、オス 1～5 節に白毛の帯がある。 

広い河川敷や草地、畑地など、台地から丘陵地にかけて生息する。様々な花

を訪れる。ツチバチ科はコガネムシ類の幼虫に外部寄生することから、それ

らの生息場所である草地の存在が必要と考えられる。夏から秋にかけて出現

する。 

県内での生息状況 過去には県内の台地、丘陵帯での記録がある。2015、2016 年に熊谷市大麻生

の畑で採集されている。 

現地確認状況 夏季調査において、公園で成虫 2 個体を確認した。 

出典：埼玉県レッドデータブック 動物編 2018（第 4 版） 
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表 9-6-15(4) 保全すべき種の生態及び確認状況（昆虫類） 

科名 セセリチョウ 和名 オオチャバネセセリ 

 

 

 

 

 

 

確認個体 

重要性 ⑥埼玉県 RDB：NT2 

分布状況 北海道、本州、四国、九州 

形態・生息場所 前翅長 16～21mm、開長 32～40mm の小型種。 

アズマネザサ、クマザサ、メダケなどのタケ・ササ類の生える平地～山地の

樹林縁の草地や草原、河川敷などに生息する。成虫は様々な花を訪れる。 

県内での生息状況 低地から山地帯にかけて広く分布するが、平野部、特に低地では 1980 年代後

半から徐々に個体数が減少し、2000 年以降は急減した。しかし、記録が全く

途絶えたわけではなく、また丘陵部から山地帯での個体数はそれほど減少し

ていない。 

現地確認状況 秋季調査、夏季調査において道路脇で成虫各 1 個体を確認した。 

出典：埼玉県レッドデータブック 動物編 2018（第 4 版） 
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9-6-2 予測 

1. 工事の実施及び施設の存在に伴う動物への影響 

1)予測内容 

建設機械の稼働、資材運搬等の車両の走行、造成等の工事の実施及び施設の存在に伴う保全

すべき種の生息地の改変の程度及びその他の生息環境への影響の程度を予測した。 

 

2)予測地域・地点 

予測地域は、現地調査における調査範囲と同様の範囲とした。 

予測地点は、予測地域全域とした。 

なお、対象事業実施区域内における造成工事の範囲（改変される範囲）は、図 9-6-5 に示す

とおりである。 

 

3)予測対象時期等 

工事中については、保全すべき種への影響が最大と考えられる時期として、造成工事の範囲

が最大となる時期とした。 

存在・供用時については、保全すべき種への影響を的確に把握できる時期として、施設の供

用時の周辺環境が安定した時期とした。 

 

4)予測方法 

工事中については、本工事計画に基づき保全すべき種の生息環境の変化の程度を把握したう

えで、類似事例または既存知見を参考にして定性的に予測した。 

存在・供用時については、本事業計画に基づき植生及び地形の改変内容と保全すべき種の生

息確認位置との重ね合わせ等により定量的に予測した。 
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図 9-6-5 予測地域及び造成工事の範囲 
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5)予測条件 

(1)工事中の環境保全計画 

建設機械の稼働及び資材運搬等の車両の走行に関連する騒音・振動対策、水質汚濁防止対策

等の工事中の環境保全計画は前掲「第 2 章 対象事業の概要  2-3 工事の概要  2-3-3 工事中

の環境保全計画」に示すとおりである。 

 

(2)存在・供用時の環境保全計画 

・緑化計画 

緑化計画図は図 9-6-6 に示すとおりである。 

対象事業実施区域内の緑地の整備計画は、以下に示すとおりである。 

①緑地整備に当たっては、周辺地域の樹林等との連続性に配慮し、植栽する樹種・草種は、

「埼玉県生物多様性の保全に配慮した緑化木選定基準」（平成 18 年 3 月）に記載された

在来種を中心に選定する。また、緑地整備にあたっては、人工的雰囲気を緩和し、区域内

と周辺の緑地環境の調和を考慮する。 

②植樹の構成は、高木、中低木を組み合わせ多層構造となるよう配慮する。 

③緑化率は、「ふるさと埼玉の緑を守り育てる条例」（昭和 54 年埼玉県条例第 10 号）に基

づく基準値を確保する。 

④緑地等については、適切に維持・管理を行う。 
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図 9-6-6 緑地計画図  
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6)予測結果 

(1)動物の生息環境の変化 

動物種において、本事業で想定される影響の概要は、表 9-6-16 に示すとおりである。 

 

表 9-6-16 本事業で想定される影響の概要 

影響の 
種類 

想定 
される 
影響 

工事中 
存在・ 
供用時 

影響要因 影響を受ける生息環境 

直
接
的
な
影
響 

生
息
環
境
の
消
失 

― ― 

（工事中） 
・造成等の工事 
（存在・供用時） 
・施設の存在 

・工事中は対象事業実施区域内の動物種の個体
の消失や生息環境の面積減少といった直接的
な影響が想定される。 

・存在・供用時は、「埼玉県生物多様性の保全に
配慮した緑化木選定基準」（平成 18 年 3 月）に
記載された在来種を中心に植栽され、高木、中・
低木を組み合わせ多層構造となるように植樹
し、現況と同様の状況になることから、生息環
境を代償できると考えられ、影響は小さいと考
えられる。 

間
接
的
な
影
響 

移
動
経
路
の
分
断 

× × 

（工事中） 
・資材運搬等の 

車両の走行 

・工事中は、資材運搬等の車両の走行により車両
が増加し、移動経路の分断が生じる。なお、工
事中の環境保全計画によると、工事車両の走行
に関する環境保全対策について徹底すること
が示されていることから、これらの低減措置の
徹底により工事中の影響は小さいものと考え
られる。 

騒
音
・
振
動 

× × 

（工事中） 
・建設機械の 

稼働 
・資材+*運搬等
の 

車両の走行 
・造成等の工事 

・工事中は、建設機械の稼働、資材運搬等の車両
の走行により、騒音・振動が発生する。騒音・
振動により対象事業実施区域及びその周辺の
利用を一時的に忌避する可能性がある。工事中
の環境保全計画の騒音振動対策を徹底するこ
とで影響が低減され、間接的な影響は小さいと
予測される。 

光
環
境
の
変
化 × × 

（存在・供用時） 
・施設の存在 

・使用建設機械の稼働時間及び資材運搬等の車
両の運行時間は原則として午前8時から午後6
時までの時間であることから、夜間の照明によ
る光環境の変化に伴う動物の生息環境への影
響はないか、あっても極めて小さいと考えられ
る。 

・高層建築物の建設予定はなく、対象事業実施区
域の敷地境界に緩衝緑地を設けるため、夜間の
照明による光環境の変化は少なく、動物の生息
環境に影響を及ぼさないか、あっても影響は極
めて小さいと考えられる。 

注）表中の凡例 

○：影響が想定される。 

△：影響はあるが、最大となる影響は一時的であり、影響は小さいと考えられる。もしくは、工事計画や事業計画か

ら、影響は小さいと考えられる。 

×：本事業では影響は限定的であり、影響は極めて小さいと考えられる。 

―：影響はないと考えられる。 
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(2)各種の予測結果 

保全すべき種の予測結果の概要は表 9-6-17 に、保全すべき種ごとの予測結果は表 9-6-18(1)

～表 9-6-18(8)に示すとおりである。 

 

表 9-6-17 保全すべき種の予測結果の概要 

分
類 

種名 
保全すべき種 
選定基準 

確認例数 主な生息環境の面積 
影響の 
大きさ 

対象事業実施区域 現況 
（ha） 

消失 
（ha） 

割合 
（％） 内 外 

鳥
類 

サシバ 環境省：VU 0 2 30.1 0 0 × 

ハヤブサ 
種の保存法(国内) 

環境省：VU 
0 1 30.1 0 0 × 

爬
虫
類 

ヒガシニホントカゲ 埼玉県：NT2 0 6 30.1 0 0 × 

ニホンカナヘビ 埼玉県：RT 0 4 30.1 0 0 × 

昆
虫
類 

スズムシ 埼玉県：RT 0 1 30.1 0 0 × 

ヒメナガメ 埼玉県：NT2 0 2 30.1 0 0 × 

オオハラナガツチバチ 埼玉県：NT2 0 2 30.1 0 0 × 

オオチャバネセセリ 埼玉県：NT2 0 1 30.1 0 0 × 

注 1)保全すべき種の選定根拠となる法令・文献及び評価区分は前掲表 9-6-5 のとおりである。 

2)ハヤブサについては、事業予定地上空を通過した後に近隣鉄塔にとまったため、対象事業実施区域外とした。 

3)表中の凡例 

○：影響が想定される。 

△：影響はあるが、最大となる影響は一時的であり、影響は小さいと考えられる。もしくは、工事計画や事業計画か

ら、影響は小さいと考えられる。 

×：本事業では影響は限定的であり、影響は極めて小さいと考えられる。 

―：影響はないと考えられる。 
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表 9-6-18(1) 保全すべき種の予測結果（サシバ） 

項目 内容 

主な生息環境 

低地帯、台地・丘陵帯、低山帯等、里山環境に生息する。 

予測地域 

（ha） 
30.1 

改変区域内 

（ha） 
0 

予測地域に対する 

消失の割合（％） 
0 

現地確認状況 

対象事業実施区域外を旋回飛翔し、南方向に向かう 2例が確認された。 

対象事業 

実施区域内 
0 

対象事業 

実施区域外 
1  

予測結果 

つがいでの飛翔で羽ばたきディスプレイは確認したものの、当地及びその近隣での繁

殖を示す兆候は確認されなかった。 

本種の餌資源としてカエル類やヘビ類を利用する頻度が高く、当地周辺を採餌場とし

て利用する可能性は低い。また、営巣に適した閑静な高木林も少なく、現状では南方向

の屋敷林または荒川の河畔林等の樹林帯を営巣地としている可能性がある。これらによ

り、事業実施に伴う生息環境の改変等の影響は少ないと考えられる。 

工事中は、騒音・振動等の環境変化による周辺環境の質的変化が生じる可能性がある

が、使用機材の低騒音・低振動型とすることや資材運搬車の運行管理等により直接・間

接的な影響は低減される。また、本種の移動能力の高さから周辺地域への一時的逃避が

考えられる。したがって、工事中における生息環境の質的変化は少なく、直接・間接的

影響は小さいと考えられる。 

供用時においても、周辺の緑地帯の状況等が変化無いため、本種に対する直接・間接

的影響は小さいと考えられる。 

総合的に、予測地域における本種の生息環境の改変による影響、及び生息環境への直

接・間接的影響は小さいと判断できる。 

確認位置 
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表 9-6-18(2) 保全すべき種の予測結果（ハヤブサ） 

項目 内容 

主な生息環境 

平地から山地の河川敷、農耕地、湖沼、ダム湖などに生息する。 

予測地域 

（ha） 
30.1 

改変区域内 

（ha） 
0 

予測地域に対する 

消失の割合（％） 
0 

現地確認状況 

対象事業実施区域上空を飛翔し、近隣の鉄塔にとまり北東へ向かう 1 例が確認された。 

対象事業 

実施区域内 
0 

対象事業 

実施区域外 
1  

予測結果 

対象事業実施区域上空の通過、近隣の鉄塔で止まりを 1 例確認した。採餌や繁殖の兆

候を示す行動は確認されなかった。 

本種は県内でも人工構造物で繁殖する事例が増加しているが、本地域ではカラスやト

ビの生息数が多く、営巣に至ることは困難と思われる。これらにより、事業実施に伴う

生息環境の改変等の影響は少ないと考えられる。 

工事中は、騒音・振動等の環境変化による周辺環境の質的変化が生じる可能性がある

が、使用機材の低騒音・低振動型とすることや資材運搬車の運行管理等により直接・間

接的な影響は低減される。また、本種の移動能力の高さから周辺地域への一時的逃避が

考えられる。したがって、工事中における生息環境の質的変化は少なく、直接・間接的

影響は小さいと考えられる。 

供用時においても、周辺の緑地帯の状況等が変化無いため、本種に対する直接・間接

的影響は小さいと考えられる。 

総合的に、予測地域における本種の生息環境の改変による影響、及び生息環境への直

接・間接的影響は小さいと判断できる。 

確認位置 

 

 



9-6-44 

表 9-6-18(3) 保全すべき種の予測結果（ヒガシニホントカゲ） 

項目 内容 

主な生息環境 

低地から山地まで広範囲に生息し、日当たりの良い開けた場所に昼間みられる。 

予測地域 

（ha） 
30.1 

改変区域内 

（ha） 
0 

予測地域に対する 

消失の割合（％） 
0 

現地確認状況 

主に松原公園周辺の緑地帯で生息を確認した。 

対象事業 

実施区域内 
0 

対象事業 

実施区域外 
6  

予測結果 

 対象事業実施区域の北東部に存在する松原公園周辺の緑地帯で成体・幼体ともに確認

されていることから、局所的に生息している状況がうかがえる。 

 対象事業の実施によって松原公園は改変されないため、生息環境は維持される。 

工事中は、騒音・振動等の環境変化による周辺環境の質的変化が生じる可能性がある

が、使用機材の低騒音・低振動型とすることや資材運搬車の運行管理等により直接・間

接的な影響は低減される。現状での隣接道路の通行量は多く、生息環境の直接・間接的

影響は小さいと考えられる。 

供用時においても、周辺の緑地帯の状況等が変化無いため、本種に対する直接・間接

的影響は小さいと考えられる。 

総合的に、予測地域における本種の生息環境の改変による影響、及び生息環境への直

接・間接的影響は小さいと判断できる。 

確認位置 
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表 9-6-18(4) 保全すべき種の予測結果（ニホンカナヘビ） 

項目 内容 

主な生息環境 

低地から山地にかけて広範囲に生息するが、低地から丘陵地で多く見られる。 

予測地域 

（ha） 
30.1 

改変区域内 

（ha） 
0 

予測地域に対する 

消失の割合（％） 
0 

現地確認状況 

道路際の緑地帯で点在的に生息を確認した。 

対象事業 

実施区域内 
0 

対象事業 

実施区域外 
5  

予測結果 

 対象事業実施区域の東部や南西側の緑地帯で成体が確認されている。対象事業の実施

によって道路際の緑地帯は改変されないため、生息環境は維持される。 

工事中は、騒音・振動等の環境変化による周辺環境の質的変化が生じる可能性がある

が、使用機材の低騒音・低振動型とすることや資材運搬車の運行管理等により直接・間

接的な影響は低減される。現状での隣接道路の通行量は多く、生息環境の直接・間接的

影響は小さいと考えられる。 

供用時においても、周辺の緑地帯の状況等が変化無いため、本種に対する直接・間接

的影響は小さいと考えられる。 

総合的に、予測地域における本種の生息環境の改変による影響、及び生息環境への直接・

間接的影響は小さいと判断できる。 

確認位置 

 

 

  



9-6-46 

表 9-6-18(5) 保全すべき種の予測結果（スズムシ） 

項目 内容 

主な生息環境 

低地帯から低山帯にかけての下層植生の発達した林縁部からやや湿潤な高茎草地にかけ

て生息する。 

予測地域 

（ha） 
30.1 

改変区域内 

（ha） 
0 

予測地域に対する 

消失の割合（％） 
0 

現地確認状況 

対象事業実施区域の南西約 550m の道路際に存する生垣に隣接した草地にて、鳴声を確認

した。 

対象事業 

実施区域内 
0 

対象事業 

実施区域外 
1  

予測結果 

対象事業実施区域の南西側にて、道路に隣接した草地で鳴声を確認した。 

鳴声は 1 個体であるが、周辺の草地環境は類似していたため、個体群を維持するため

の個体数は生息していると思われる。 

対象事業の実施によって道路際の草地は消失しないことから、生息環境は維持される。 

工事中は、騒音・振動等の環境変化による周辺環境の質的変化が生じる可能性がある

が、使用機材の低騒音・低振動型とすることや資材運搬車の運行管理等により直接・間

接的な影響は低減される。現状での隣接道路の通行量は多く、生息環境の直接・間接的

影響は小さいと考えられる。 

供用時においても、周辺の緑地帯の状況等が変化無いため、本種に対する直接・間接

的影響は小さいと考えられる。 

総合的に、予測地域における本種の生息環境の改変による影響、及び生息環境への直

接・間接的影響は小さいと判断できる。 

確認位置 
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表 9-6-18(6) 保全すべき種の予測結果（ヒメナガメ） 

項目 内容 

主な生息環境 

台地・丘陵帯から山地帯にかけて生息し、アブラナ科の植物にて生活する。 

予測地域 

（ha） 
30.1 

改変区域内 

（ha） 
0 

予測地域に対する 

消失の割合（％） 
0 

現地確認状況 

松原公園に隣接した緑地帯にて確認した。 

対象事業 

実施区域内 
0 

対象事業 

実施区域外 
2  

予測結果 

対象事業実施区域の北東側の松原公園に存在する緑地帯にて 2 個体を確認した。対象

事業の実施によって松原公園及びその周辺の緑地帯は消失しないことから、生息環境は

維持される。 

工事中は、騒音・振動等の環境変化による周辺環境の質的変化が生じる可能性がある

が、使用機材の低騒音・低振動型とすることや資材運搬車の運行管理等により直接・間

接的な影響は低減される。現状での隣接道路の通行量は多く、生息環境の直接・間接的

影響は小さいと考えられる。 

供用時においても、周辺の緑地帯の状況等が変化無いため、本種に対する直接・間接

的影響は小さいと考えられる。 

総合的に、予測地域における本種の生息環境の改変による影響、及び生息環境への直

接・間接的影響は小さいと判断できる。 

確認位置 
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表 9-6-18(7) 保全すべき種の予測結果（オオハラナガツチバチ） 

項目 内容 

主な生息環境 

広い河川敷や草地、畑地など、台地から丘陵地にかけて生息する。 

予測地域 

（ha） 
30.1 

改変区域内 

（ha） 
0 

予測地域に対する 

消失の割合（％） 
0 

現地確認状況 

中折之口公園の芝生部分にて確認した。 

対象事業 

実施区域内 
0 

対象事業 

実施区域外 
2  

予測結果 

対象事業実施区域の南西側の中折之口公園内の芝生にて 2 個体確認した。対象事業の

実施によって中折之口公園及びその周辺の緑地帯は消失しないことから、生息環境は維

持される。 

工事中は、騒音・振動等の環境変化による周辺環境の質的変化が生じる可能性がある

が、使用機材の低騒音・低振動型とすることや資材運搬車の運行管理等により直接・間

接的な影響は低減される。現状での隣接道路の通行量は多く、生息環境の直接・間接的

影響は小さいと考えられる。 

供用時においても、周辺の緑地帯の状況等が変化無いため、本種に対する直接・間接

的影響は小さいと考えられる。 

総合的に、予測地域における本種の生息環境の改変による影響、及び生息環境への直

接・間接的影響は小さいと判断できる。 

確認位置 
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表 9-6-18(8) 保全すべき種の予測結果（オオチャバネセセリ） 

項目 内容 

主な生息環境 

タケ・ササ類の生える平地から山地の林縁の草地や草原、河川敷などに生息する。 

予測地域 

（ha） 
30.1 

改変区域内 

（ha） 
0 

予測地域に対する 

消失の割合（％） 
0 

現地確認状況 

春季・夏季の双方で、対象事業実施区域の南東側の鉄塔に隣接する緑地帯にて確認した。 

対象事業 

実施区域内 
0 

対象事業 

実施区域外 
1  

予測結果 

対象事業実施区域の南東側の道路際の緑地帯にて夏季、秋季それぞれ 1 個体確認した。

対象事業の実施によって道路際の緑地帯は消失しないことから、生息環境は維持される。 

工事中は、騒音・振動等の環境変化による周辺環境の質的変化が生じる可能性がある

が、使用機材の低騒音・低振動型とすることや資材運搬車の運行管理等により直接・間

接的な影響は低減される。現状での隣接道路の通行量は多く、生息環境の直接・間接的

影響は小さいと考えられる。 

供用時においても、周辺の緑地帯の状況等が変化無いため、本種に対する直接・間接

的影響は小さいと考えられる。 

総合的に、予測地域における本種の生息環境の改変による影響、及び生息環境への直接・

間接的影響は小さいと判断できる。 

確認位置 
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9-6-3 評価 

1. 工事の実施及び施設の存在に伴う動物への影響 

1)評価方法 

(1)影響の回避・低減の観点 

工事の実施及び施設の存在に伴う動物への影響が、事業者により実行可能な範囲内でできる

限り回避され、又は低減されているかについて明らかにした。 

 

(2)基準・目標等との整合の観点 

基準・目標等との整合性の検討については、国、埼玉県または関係市により環境保全に係る

基準値や目標等が示されている場合には、それらを環境の保全上の目標として設定し、基準値

や目標等がない場合には、その他の環境の保全上の目標を設定して、予測結果との間に整合が

図られているかを明らかにした。 

動物に係る環境保全目標は、「埼玉県環境基本計画（第 4 次）」（平成 29 年、埼玉県）、「第 4 

次埼玉県国土利用計画」（平成 22 年、埼玉県）及び「埼玉県 5 か年計画 希望・活躍・うるおい

の埼玉」（平成 29 年、埼玉県）等の計画等において、今後の施策や目標等が表 9-6-19 のとおり

示されている。 

以上のことから、動物に係る環境保全目標は、「保全すべき動物種の生息環境を保全するこ

と」とした。  
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表 9-6-19 整合を図るべき基準等 

資料名 整合を図るべき基準等 

「埼玉県環境基本計画（第４次）」
（平成 29 年、埼玉県） 

【長期的な目標】 
恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ自然共生
社会づくり 
・川の保全と再生 
・緑の保全と再生 
・森林の整備と保全 
・生物多様性の保全 

「第 4 次埼玉県国土利用計画」 
（平成 22 年、埼玉県） 

【県土利用の基本方針】 
・県土の有効利用 
・人と自然が共生し、美しくゆとりある県土利用 
・安心・安全な県土利用 
・多様な主体の参画、計画的な県土利用 

「埼玉県 5 か年計画 
希望・活躍・うるおいの埼玉」 
（平成 29 年、埼玉県） 

【南部地域の施策展開】 
豊かな自然と共生する社会をつくる 
・見沼田圃の保全・活用・創造 
・市などと連携した水辺空間の利活用の促進 

「第 2 次埼玉県広域緑地計画」 
（平成 29 年、埼玉県） 

【緑の将来像】 
・『緑とともに暮らす、ゆとり・安らぎ「埼玉」』 
【地形別の緑のあり方】 
低地では、広大な水田を代表とする農地を基調として、河川・水
路、屋敷林や社寺林等が一体となった田園景観のような緑を目指
します。市街地では、残された貴重な樹林地等を保全・活用しな
がら、新たな緑の創出により、緑豊かで良好な生活環境を有する
市街地が形成されるようにします。 

「まちづくり埼玉プラン」 
（平成 30 年、埼玉県） 

・都市と自然・田園との共生 

「埼玉県生物多様性保全戦略」 
（平成 30 年、埼玉県） 

基本戦略 1.多面的機能を発揮する森林の豊かな環境を守り、 
育てる 

基本戦略 2.里地里山の多様な生態系ネットワークを形成する 
基本戦略 3.都市環境における緑を創出し、人と自然が共生する 

社会づくり 
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(3)環境の保全に関する配慮方針 

本事業で実施する環境の保全に関する配慮方針に関する検討内容は表 9-6-20 に示すとおり

である。 

 

表 9-6-20 動物に関する環境の保全に関する配慮方針の検討内容 

影響 
要因 

環境保全 
措置の区分 

影響の概要 
環境の保全に関する 
配慮方針の概要 

環境の保全に関する配慮方針による影響
の低減の程度 

造成
等の
工事 

回避 生息環境の 
消失 
移動経路の 
分断 
生息環境の 
質的変化 

対象事業実施区域の変
更、造成計画の変更等
により、保全すべき種
の生息環境への影響を
回避する。 

保全すべき動物種の生息環境の消失を回 
避するため、対象事業実施区域の環境を
事業者が実行可能な範囲で残存できるか
の検討を行ったが、事業実施に伴う生息
環境の減少による影響は極めて少ないと
考えられることから、回避及び低減措置
としての対象事業区域の再選定や最小化
は実施する必要が無いものとした。 

回避・ 
低減 

構造等の変更による地
形改変の最小化により
影響を低減する。 

低減 騒音・振動 造成工事に使用する建
設機械は、低騒音・低
振動型の機械の使用を
徹底し、騒音、振動の
影響を低減する。ま
た、建設機械の集中稼
働をできる限り生じな
いような工事計画を検
討する。 

低騒音・低振動型の建設機械を使用する
こと、建設機械の集中稼働をできる限り
生じないような工事計画とすることで、
造成工事にかかる影響は低減されると考
えられる。 

資材運搬等の車両は、
計画的かつ効率的な運
行管理に努め、車両が
一時的に集中しないよ
うに配慮する。 

資材運搬等の車両については、効率的な
運行管理に努めることにより、車両が一
時的に集中しないようにし、騒音・振動
の影響は低減されると考えられる。 

施設
の存 
在 

代償 生息環境の 
消失 

「埼玉県生物多様性の
保全に配慮した緑化木
選定基準」（平成 18
年、埼玉県）に記載さ
れた在来種を中心と
し、高木、中・低木を
組み合わせて多層構造
となるように植樹する
ことで、植物の生育基
盤の整備とともに、動
物の生息環境を創出す
る。 

在来植物を中心とした植栽により、新た
な生育基盤が整備される。それらの生長
と共に、適応する草本類が侵入すること
が考えられることから、植物に対して代
償機能を有するとともに、動物が利用し
やすい環境が創出され、動物の生息環境
についても代償機能を有するものと考え
られる。 
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2)評価結果 

(1)影響の回避・低減の観点 

動物に関する環境の保全に関する配慮方針の検討内容より、実施することとした環境の保全

に関する配慮方針は、表 9-6-21 に示すとおりである。 

 

保全すべき動物種のうち、対象事業実施区域上空を通過したハヤブサのみが対象となったが、

営巣適地は高層建造物や崖の岩棚などであることから当地を繁殖地に選定されることは考え

にくく、生息地の消失または生息環境の減少による影響は極めて少ないことから、生息環境の

消失・縮小を回避するため、対象事業実施区域の再選定や最小化は実施する必要が無いものと

考えられる。 

低減措置として、工事中では使用建設機械及び資材運搬等の車両の走行に伴う騒音・振動の

発生抑制を実施する。施設の存在時では、緩衝緑地の配置による光環境への影響の低減措置を

実施する。代償措置として、対象事業実施区域内の樹林地（植栽）は、「埼玉県生物多様性の保

全に配慮した緑化木選定基準」（平成 18 年、埼玉県）に記載された在来種を中心とし、高木、

中・低木を組み合わせて多層構造となるように植樹する計画であることから、植物の新たな生

育基盤が整備されるとともに、動物の生息環境が創出されると考えられる。 

以上により、工事の実施及び施設の存在に伴う動物への影響は、実行可能な範囲内でできる

限り低減されるとともに、新たな植物の生育基盤の整備に伴う動物の生息環境の創出により代

償されると評価した。 
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表 9-6-21 動物に関する環境の保全に関する配慮方針 

環境要因 

環境保全 

措置等 

の区分 

影響の

概要 

環境の保全に 

関する配慮方針 
環境の保全に関する配慮方針の概要 

建設機械の 

稼働 

 

資材運搬等の

車両の走行 

 

造成等の工事 

低減 騒音・

振動 

騒音・振動の 

影響緩和 

造成工事に使用する使用建設機械は、

低騒音、低振動型の使用を徹底し、騒

音、振動の影響を低減する。 

また、使用建設機械の集中稼働ができ

る限り生じないような工事計画を検討

する。 

資材運搬等の車両の運行は、計画的、

かつ効率的な運行管理に努め、搬出入

が一時的に集中しないように配慮す

る。 

施設の存在 低減 光環境 

の変化 

緩衝緑地の配置 対象事業実施区域の敷地境界に緩衝緑

地を設け、影響を低減する。 

 

(2)基準・目標等との整合の観点 

工事の実施及び施設の存在に伴い、保全すべき動物種の生息環境の一部が消失する可能性が

ある。そのため、代償措置として、対象事業実施区域内の樹林地（植栽）は、「埼玉県生物多

様性の保全に配慮した緑化木選定基準」（平成 18 年、埼玉県）に記載された在来種を中心と

し、高木、中・低木を組み合わせて多層構造となるように植樹する計画であり、植物の新たな

生育基盤の整備とともに、動物の生息環境が創出されると考えられる。 

保全すべき動物種の生息環境の質的変化に対しては前掲表 9-6-21 に示す環境の保全に関す

る配慮方針を講ずることにより、保全すべき動物種への影響の低減（代償）が期待できるもの

と考えられることから、環境保全目標との整合が図られていると評価した。 


